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2026年3⽉期 中間期 決算説明会 当社説明(要旨)

※本資料は、決算説明会で投影した資料の、一部を抜粋しております。

初めに、連結業績概況です。

売上高は、959.5億円、前年同期比で+109.7％増となりました。営業利益は、135.9億円、前

年同期比で+233.9％増と大幅な増益です。この増収増益は、アミューズメント機器事業におけ

る有力IP搭載機種の好調な販売と、増産ニーズへの対応が主な要因です。

コンテンツ＆デジタル事業セグメントについてご説明いたします。

『ウルトラマン』IPは国内外で引き続き人気を維持していますが、中国市場ではブロック玩具やト

レーディングカード関連のライセンス収入が一時的に減少しました。これは、一過性のヒット商品

の販売が落ち着いたことや、IPの多様化に伴い現地パートナーの取り扱い商品の見直しが必要と

なったことが要因です。

一方で、ライセンス以外の事業カテゴリーは堅調に推移し、安定した収益を確保しています。

この結果、売上高は73.5億円で前年同期比△5.7％減、営業利益は7.4億円で前年同期比

△64.6％減となりました。

次に、アミューズメント機器事業セグメントについて説明いたします。

有力IPを搭載した複数機種の好調な販売に加え、前期販売した機種の増産ニーズに対応した結

果、販売台数は15.9万台、前年同期比で+228.6％増となりました。

これにより、当社の販売シェアは約20％まで拡大しています。売上高は878.2億円で前年同期

比+136.1％増、営業利益は146.7億円で前年同期比+369.9％増となりました。
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続いて、2026年3月期中間期の連結損益計算書の概要についてご説明いたします。

売上高は、959億円となり、前年同期比で+109.7％増と大幅な増収となりました。

これは、アミューズメント機器事業における有力IP搭載機種の販売好調と増産対応が主な要因です。

売上総利益は243億円で、前年同期比+95.2％増となりました。増収に伴い、利益率も改善して

います。営業利益は135億円、前年同期比で+233.9％増と大幅な増益です。売上高営業利益率

は14.2％となり、前年同期から改善しました。経常利益は139億円で、前年同期比+160.8％増、

親会社株主に帰属する中間純利益は95億円、前年同期比で+238.3％増となりました。大幅な増

益は、アミューズメント機器事業の好調な販売が牽引しています。なお、通期の修正予想は、売上高

1,700億円、営業利益180億円、純利益128億円を見込んでおります。

事業セグメント別の損益についてご説明します。

コンテンツ＆デジタル事業セグメントの売上高は、75.3億円で前年同期比△5.7％減、営業利益は、

7.4億円で△64.6％減となりました。中国市場でのライセンス収入減少が影響しましたが、ライセ

ンス以外の事業は堅調に推移しています。

アミューズメント機器事業セグメントの売上高は、878.2億円で前年同期比+136.1％増、営業利

益は、146.7億円で+369.9％増となりました。

有力IP搭載機種の販売好調と増産対応が寄与しました。
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次に、2026年3月期の通期業績見通しについてご説明します。

売上高は1,700億円を見込んでおり、期初予想から200億円上方修正しました。

前年同期比では+20.9％増となります。

営業利益は180億円、前年同期比+17.7％増となる見込みです。

経常利益は183億円、前年同期比+11.2％増となる見込みです。

親会社株主に帰属する当期純利益は128億円、前年同期比+14.7％増を見込んでいます。
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続いて、2026年3月期中間期におけるコンテンツ＆デジタル事業セグメントの状況についてご

説明します。

コンテンツ＆デジタル事業セグメントの売上高は、75.3億円で前年同期比△5.7％減、営業利益

は、7.4億円で△64.6％減となりました。

中国市場でのライセンス収入が一時的に減少したことが影響しましたが、ライセンス以外の事業は

堅調に推移しています。

ライセンス収入は、23.0億円で前年同期比△38.7％減、うち海外は18.1億円で△42.7％減、

中国市場では14.2億円で△44.2％減となりました。

一方、MD（物販）は、7.6億円で前年同期比+248.9％増、国内での新商品販売が寄与しました。

映像・イベントは、16.7億円で前年同期比+12.2％増と堅調に推移しています。



Copyright 2025 TSUBURAYA FIELDS HOLDINGS INC. All rights reserved.

2026年3⽉期 中間期 決算説明会 当社説明(要旨)

コンテンツ＆デジタル事業セグメントでは、ウルトラマンシリーズ放送開始60周年を記念した

取り組みを進めています。

『勇気・希望・思いやり』や未来へのつながりなどを象徴した60周年アニバーサリーロゴを制

作しました。本記念事業を通じて、ウルトラマンブランドのグローバル展開を加速し、IP価値

の最大化を目指します。

今後も周年イベントや関連プロモーションを積極的に展開し、国内外でのブランド認知向上に

努めてまいります。

ウルトラマンシリーズ放送開始60周年記念事業についてご説明します。

本プロジェクトは2025年7月から2027年12月までの約2年半にわたり、グローバルで各

種施策を展開します。ウルトラマンシリーズ作品の物語性と普遍的なテーマを軸に、ライセン

ス、MD、映像、イベントの各分野で取り組みを進めます。

ライセンスでは大型企画や各種企業コラボを順次展開し、MDでは国内外で新商品販売を強

化します。

映像分野では新作アニメや映画の制作を進め、イベントでは周年を記念した特別企画を実施

します。これらを通じて、ウルトラマンブランドのグローバル展開を加速し、IP価値の最大化

を目指します。
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ライセンスでは、ウルトラマンIPとの共通点やつながりを軸に、企業やIPとのコラボレーショ

ンを推進しています。

企業コラボでは、60周年記念プロジェクトを通じてコンセプトへの共感を高め、グローバル展

開や周年施策を積極的に進めています。一方、IPコラボでは、認知度の高いロングセラーIP

との連携や、クリエイターとの協業、さらにウルトラマン作品の重要要素である怪獣をテーマ

にしたコラボを展開し、相乗効果を狙っています。

これらの取り組みにより、パートナー企業とのWin-Winの関係を構築し、IP価値の最大化を

目指します。

MD（物販）では、ウルトラマンカードゲームのグローバル展開を強化しています。

2026年5月に開催予定の世界大会に向けて、国内外で各種イベントや大会を順次実施中で

す。2025年8月からは世界大会の予選を開始しています。こうした取り組みに加え、戦略的

に新商品を投入し、グローバルでの競技人口拡大を拡大して参ります。
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映像・イベントについてご説明します。

株式会社円谷プロダクションと東映アニメーション株式会社と共同で、新作アニメ 『怪獣デ

コード アイダラの指輪』 の製作を決定しました。本発表に合わせて、キービジュアルと特別映

像も公開しています。

ウルトラマンシリーズ放送開始60周年記念プロジェクト期間内では、『THE ORIGIN OF 

ULTRAMAN（仮）』や 『ウルトラマンゼロ』等の映像作品を通じて、ウルトラマンIPのさらな

る価値向上を図ります。また、その他の映像作品についても中長期のパイプラインを見通し、

順次製作を進めてまいります。
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デジタル領域では、自社企画によるスマートフォン向けゲームを本年10月よりリリースしまし

た。

第1弾は『ウルトラマン パズルシュワッチ!!』で、ウルトラマンシリーズの人気を活かしたパズル

ゲームです。続く、第2弾として『かいじゅうパレット』を予定しています。

さらに、2027年3月期以降には第3弾を予定しており、グローバル連携やMD事業との連動

を強化し、収益性の高いゲーム開発を推進します。

その他、既存のファンコミュニティサービスの改善や、リアルとデジタルを融合した新しい体験

型施策も進めており、IP価値の最大化を目指します。
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続いて、2026年3月期中間期におけるアミューズメント機器事業セグメントの状況について

ご説明します。

まず、売上高は878億円、営業利益は146億円となり、前年同期比で売上高＋136.2％、営

業利益＋369.9％と大幅な増収増益となりました。

販売実績については、パチンコ販売台数6.9万台（前年同期比＋231.9％）、パチスロ販売台

数9.0万台（前年同期比＋226.0％）、合計で15.9万台を販売し、前年同期比＋228.6％と

大きく伸長しました。

市場環境については、パチンコ・パチスロともに、新たなゲーム性を備えた機種の登場により、

今後の市場活性化が期待されています。具体的には、6月に「ボーナストリガー」、7月に「ラッ

キートリガー3.0プラス」のそれぞれ対応する新機種が登場しました。

事業の取り組みについては、フィールズ株式会社では、積極的な販売活動により、複数機種の

販売が順調に推移しました。また、株式会社エース電研では、フィールズとの連携強化により

新規顧客開拓や営業効率化を推進しました。
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続いて、2025年3月期中間期におけるアミューズメント機器事業セグメントの販売状況につ

いてご説明します。

第2四半期は、メインタイトルとしてパチンコ1機種、パチスロ2機種を販売しました。

これにより、中間期の累計販売台数は15.9万台となっています。

パチンコは、『e犬夜叉3.0』など、合計2.9万台（累計6.9万台）、パチスロは、『LBパチスロ 

ヱヴァンゲリヲン ～約束の扉～』、『L ダーリン・イン・ザ・フランキス』など、合計3.4万台（累

計9.0万台）を販売しました。LT3.0プラス対応機種やボーナストリガー対応機種を投入し、

市場の新しいゲーム性への対応を強化しました。

第3四半期に向けても、販売活動は順調に推移しています。

なかでも『e 新世紀エヴァンゲリオン ～はじまりの記憶～』は、長期稼働を実現すべく、

テレビCM、WEB、SNSなど多様なメディアを活用したプロモーションを展開しています。

今後も魅力あるタイトルを継続的に投入し、アミューズメント機器事業の収益基盤をさらに強

化してまいります。
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